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被災経験を活用した地区防災計画の作成

－知の共有と活用－
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地域防災における「共助」＝「知」の共有と活用
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連携・協力
＝

知の共有・活用

専門知
被害想定

ﾊｻﾞｰﾄﾞ情報 等
地域知
地域実態

災害文化 等

経験知
災害履歴

被災経験 等

➡多様な地域コミュニティが有する地域防災に関する「知」（知識・知恵）の共有・活用
を通じて、災害時の課題の発見と対策アイデアの検討により、地域が連携・協力した災害
時の対応を可能にするために平時から必要な取り組みを実践していくことが望ましい。
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防災対策実践手法の構築

知の共有と活用を支援する地区防災計画作成手法
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グループ議論１
自己
紹介

60分程度

内容
説明

休憩

【手引き】利用 【資料集】と【ワークシート】利用

グループ議論２
発表
共有

内容
説明

60分程度

手引き
資料集 ワークシート

地区防災計画
（ひな形）

計画づくりの前に
【準備する】

計画づくり１

【確認する】

計画づくり２

【調査する】

計画づくり３

【検討する】

計画づくり４

【活用する】

計画づくりの後に

【運用する】

地域関係者 災害特性 地域課題 災害対策 対策マップ ｱｸｼｮﾝﾌﾟﾗﾝ

方
法
（
進
め
方
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Establish the Context
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Identify Risks

Analyze Risks

Evaluate Risks

Treat Risks

R
is
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Risk Management Principles and guidelines（ISO 31000）

リスク
特定

リスク
分析

リスク
評価

リスク
対応

ステップ１
確認する

ステップ２
調査する

ステップ３
検討する

ステップ４
活用する

地域の災
害特性と
社会特性
を確認

地域視点
から災害
時の地域
課題を調
査

地域資源
を活用し
た災害対
応と備え
を検討

結果をま
とめ（計
画、マッ
プ）運用
検討

➡リスクマネジメント国際基準のもと、防災対策実践手法を構築し、地区防災計画作成の
視点・考え方、進め方、必要な情報、まとめ方（ワークシート）を手法化
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地域コミュニティと協働による実践と検証事例
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課題 地域課題 検討対策

安否
確認

・対象の名簿は担当者しか把握して
いない。
・安否の拠点や確認方法が決まって
いない。
・マンション居住者は自治会に所属
していないので確認が困難である。

・地域住民のリスト（確認の優先準備）を整備する。
・安否確認のための集合場所と、安否が確認できる
標示（要援護・不在等）を決め、班分けをし、担当
者（代理）を指定（地図）する。
・自治会に入っていないマンション組合と情報を共
有する。

福祉
避難

・民生委員だけが要配慮者を知って
いて、自治会として把握できていな
い。
・指定避難所がなく、川の橋が崩れ
た場合、避難できず孤立するが、具
体的な支援方法が定まっていない。

・自治会長と民生委員で、要配慮者のリスト（名簿、
状態）を作成・共有する。
・川を渡らない安全な支援ルートと避難ルートを調
べ、避難支援に必要な資機材（担架、車いす等）を
用意する。
・民間施設と協定し、福祉避難所を決める。

帰宅
支援

・駅のショッピングモール周辺は帰
宅困難者が大量に発生する。

・帰宅困難者数を調べ、必要な空間と物資を考えて、
ショッピングモール組合に協力をお願いする。
・周辺小中学校の受入可能人数を調べ、駅員に避難
誘導をお願いする。
・提供食品リストを作って、地域商店と協力関係を
・作る。

地域実態に沿った災害時の課題が浮き彫りとなり、社会資源を活用した具体的な防災対策を検討

【安否確認】
地域内に新興マンションが増えつつある
ことから、自治会としての安否確認が困
難といった地域の課題が浮き彫りとなり、
これに対し、自治会だけでなく周辺マン
ション組合との協力による安否確認体制
や情報共有。

【福祉避難】
地域内に大きな川と橋梁が位置
していることから、橋梁の崩壊
による孤立地域の発生といった
課題が出され、孤立を防ぐため
の支援ルートや避難ルートを予
め決めておく。

【帰宅支援】
利用者数の多い電車駅と隣接している
大型ショッピングモールでの大勢の帰
宅困難者の発生が懸念され、モール組
合との協力体制の整備や駅と学校を交
えた避難誘導と受け入れ体制に関する
情報連携。
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頻発する風水害、繰り返す被害・課題
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平成26年8月豪雨（台
風12号、広島土砂）

平成27年9月関東・東
北豪雨（台風18号）

平成29年7月九州北部
豪雨（台風3号）

平成30年7月豪雨
（台風7号、西日本）

⚫死者・行方不明者8人ほか
⚫床上浸水2,418棟、床下浸
水13,149棟など

⚫死者・行方不明者43人ほか
⚫床上浸水202棟、床下浸水
1,706棟など

⚫死者・行方不明者77人ほか
⚫床上浸水1,301棟、床下浸
水2,828棟など

【H26】台風第8号による大
雨と暴風（千葉、伊豆）

【H26】台風第18号による大
雨と暴風（沖縄、静岡）

【H28】梅雨前線による大雨
（6月、西日本）

【H28】台風第7号・9～11
号（8月、岩手、釧路）

【H29】台風第21号による大
雨・暴風等（東北）

【H29】台風第18号による大
雨・暴風等（四国、広尾）

【H30】台風第21号による暴
風・高潮等（9月、大阪）

⚫死者・行方不明者230人ほか
⚫床上浸水8,937棟、床下浸水
20,506棟など

⚫ 死者・行方不明者2人ほか ⚫ 死者・行方不明者5人ほか⚫ 死者・行方不明者7人ほか ⚫ 死者・行方不明者14人ほか

⚫ 死者・行方不明者7人ほか ⚫ 死者・行方不明者8人ほか⚫ 死者・行方不明者3人ほか

2014年 2018年

写真：国土地理院 写真：Net IB News写真：日本経済新聞 写真：国土地理院

2019年・・・継続

07月 豪雨（梅雨前線）

09月 台風15号

10月 台風19号

●公助：検証報告書等の被災経験の教訓のもと、新たな防災対策の推進
（警戒レベル等）

●自助・共助：被災経験が活かされない、防災対策が浸透されない、同じ
被害が繰り返されている
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地域コミュニティの被災経験集約手法（被災経験振り返り手法）
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➡対策の検討と実行に、
具体的にどう活かすか？

※経験知集約の例

一日前プロジェクト
（内閣府）

いまできること
（助け合いジャパン）

東日本大震災ｱｰｶｲﾌﾞ
（Nagasakiarchive）

未然防止

平時 対応 回復災
害

拡大防止 復旧・復興

集約

地域コミュニティの
被災経験（抽出）

経験DB防災対策
～地区防災計画等～

自治会や自主防災組織など、地
域コミュニティの防災活動にお
いて、災害から得られた経験や
教訓を活かすことが重要。

➡地域コミュニティの被災経験の集約・構造化・共有・活用（地区防災計画の作成等）を
可能にする手法を構築し、地域コミュニティを対象に効果検証。

多くの災害経験が蓄積・流通さ
れているが、地域コミュニティ
の防災対策の検討に活用できる
仕組みがない。

http://www.bousai.go.jp/kyoiku/keigen/ichinitimae/
http://imadekirukoto.jp/
http://nagasaki.mapping.jp/p/japan-earthquake.html
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地域コミュニティの被災経験集約手法（被災経験振り返り手法）
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テーマ
設定

初動期 ➡ 応急期 ➡ 避難生活期・復興期

状況付与

話合い・記録

地
震

安全
確保

消火
活動

被害
把握

救出
救護

避難
誘導

福祉
避難

食水
調達

物資
調達

避難
生活

受援
調整

・・・安否
確認

直前
状況

➡地域に必要な防災対策をテーマに設定し、各テーマに沿った対応事例を付与したあと、
ワークシートを活用して被災経験を構造的に整理・共有。
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被災経験情報の集約事例
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対策評価
指標別の
整理

防災対策のテーマ

【地区防災計画作成への被災経験活用】

✓地区住民だけの災害対応を考えていたが、観光客
に対する対応が重要であることを確認。

✓地区商店街と協力した対応経験を活かして、観光
客対応のために商店街と協定等を検討。

北海道胆振東
部地震

【ワークシート整理】（一部の例）

「災害振り返り会」
2018/11、札幌市と共催

【記録・整理例】

✓状況：停電のため、多くの観
光客が避難所に集まったが、
対応方針・物資がなかった。

✓対応：観光客に対し、お付き
合いのあった商店街と協力し
て炊き出しを行った。

✓背景：町内会と町内の商店街
との日頃の祭り協力などの関
係性があった。

✓方針：観光地として、観光客
の滞留を想定した商店街との
協力が必要。

評価背景対応状況 方針時間

➡北海道胆振東部地震の被災地（札幌市）において、個別地区の被災経験を集約し全地区
が共有することで、被災経験を活かした具体的な地区防災計画の作成。
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被災経験情報の共有と効果検証
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自地区の経験記録・整理

地区の結果集約・提供（12地区）

他地区の経験共有・活用

⚫地区の被害が少なく避難しなかっ
たが、他地区の避難所で混乱した
状況を確認し、平時から検討して
おく必要性を感じた。【気づき】

⚫停電中、地区の安否確認ができな
くて困っていたが、他地区で予定
していた「こども神輿」を実施し
て安否確認を行ったことが参考に
なった。平時の地域活動を活かし
た災害対応を学んだ。【学び】

➡「活用できる」 8割以上回答（意見例）
✓今後の地区防災計画取組みに活用したい
✓経験を活かして防災対策を見直したい

【他地区の経験】

⚫時間の流れで話し合っているうち
に、いろいろ思い出せた。

⚫何が一番必要なのか、どう取り組
むか、方向性がまとまった。

⚫防災担当が変わっても、経験が伝
えられる。

⚫テーマを絞って、地区の方を集め
てもう一度やってみたい。

【自地区の経験】

n=42 n=42

➡振り返り会実施の後、各地区の記録を整理し、全地区に提供・共有すると同時に、手法
の構成、活用、満足度等に関する意識調査より、効果を検証。
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地区防災計画×被災経験
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被災経験情報の集約と活用

計画づくり（１）
【確認する】

災害特性

計画づくり（２）
【調査する】

地域課題

計画づくり（３）
【検討する】

災害対策

計画づくり（４）
【活用する】

地区防災

【地区防災計画作成手法】

被災経験の集約手法の構築（プロトタイプ）

【状況付与方式】（時系列のテーマ提供）

起こったこと

困ったこと

できたこと

今後の方針

時
系
列

【ﾜｰｸｼｰﾄ設計】（テーマ別の議論・記録）

非被災地では、他地域の被
災経験が活かされず、一般
的な対策にとどまっている。

地域防災情報統合基盤

➡被災経験をDB化し、他地域と共有

手法の実証

ＤＢ

事例

統計

人材

手引き

法令

経験

災害

➡地域の被災経験を体系的に集約

➡被災経験を整理・地域全体共有
し、各地区防災計画作成へ活用

➡防災対策実践手法を拡張し、被災経験情報を集約・活用し、地域実態に沿った具体的な
地区防災計画が作成できる手法を構築・検証中



20200300©YI

被災経験を活用した地区防災計画の作成例
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【効果検証】地区防災計画作成の実証（常総市、宇和島市）防災対策実践手法

ステップ１

確認する
災害特性

ステップ２

調査する
地域課題

ステップ３

検討する
災害対策

ステップ４

活用する

検証・見直

※中学校と協力し、被災経験の共有と防災マップの電子化

被災経験の活用（例）

●公共施設への避難課題
経験：指定避難所が遠く、最寄りの
福祉施設（公共）に早目の自主的な
避難を行ったが、開設されなかった
ため（2次避難所として指定中）避
難できず。

対策：地域の自主的な2次避難所の
開設・運用について地区防災
計画に記載・提案。

➡時系列で被災経験を整理し課題抽出に活用

被災経験の集約・活用手法
（手引き化）

時
間
の
経
過

地域主体別の経験

➡被災地の茨城県常総市、愛媛県宇和島市をモデルに実装した結果、被災経験が時系列で
抽出でき、被災経験を活かした地域実態に即した地区防災計画の作成が可能。
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知の共有と活用を支援する「地域防災Web」
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＜あなたの地域を知ろう＞
⚫ 自然特性：地形、地盤等
⚫ 社会特性：人口、高齢化、財政力等
⚫ 災害特性：地震、津波、土砂の危険性等

全国約1,800自治体と比べた相対的な
評価結果を表示

＜グループページ＞
⚫ ユーザーの個別ページ
⚫ ブログ形式の活動記録の作成
⚫ 電子カレンダーでイベント管理

実践事例を文字と写真で記録・管理・
公開・共有

地域防災Web 検索
＜eコミマップ＞
⚫ WebGIS機能の電子地図

各種ハザードマップを下敷きに防災
マップ作成

＜防災情報DB＞
⚫ 実践事例、関連手法
⚫ 災害事例DB
⚫ 人材（研究者等）DB 等

地域に必要な防災対策に関連する情報
の検索

専門知
被害想定

ハザード情報 等

地域知
地域実態

災害文化 等

経験知
災害履歴

被災経験 等




